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I. はじめに
　介護福祉士養成課程において、介護実践能力を身につ
ける為に介護実習の果たす役割は大変重要である。2年
間の養成課程の中で合計 450 時間の介護実習が課せられ
ており、Ａ校では、第１段階実習（1 学年後期・12 日
間）、第 2段階実習（2学年前期・21 日間）、第 3段階実
習（2学年後期・23 日間）、居宅介護実習（2学年前期・
2日間）と設定している。介護実習に行くごとに、また、
実習の段階が上がるごとに目を見張るような学生の成長
が見られ、介護実習が学生に及ばすプラスの効果をどの
教員も実感しているところである。
　澤田は「介護実習から得られる効果は計り知れないも
のがあり、学生自身の人間性も成長させ、専門職者とし
ての姿勢や態度、介護観を構築する場としても最適の学
習環境」１）と述べている。このことは、実習終了後に
実施する学生アンケートからも裏付けされる。特に、初
めての実習である第１段階実習後、学生の利用者や介護
の仕事に対するイメージが大きく変化していると感じる。
　Ａ校の第１段階実習は、1学年の後期（11 月）に設定
されている。１クール 6日間の 2クールで構成されてお
り、認知症グループホームと障害者支援施設の 2種類の
施設実習を体験学習する。入学してから第１段階実習ま
で講義・演習を中心に時間をかけ基本的な知識や技術を
学んでからの現場実習である。介護福祉士を目指して入
学した学生ではあるが、施設に初めて行くという学生も
多い。中には認知症高齢者や障害者の方達と実習で初め
て接するという学生もいる。実習前に学生たちが抱いて
いた利用者へのイメージや介護の仕事に対するイメージ
が、実習後にどのように変化したのか。また、そのよう
な学生の意識の変化が今後の学習へのモチベーションに
どのように影響していくのかを把握するのは意義がある
ことと考える。
　そこで今回、学生にとって最初の実習である第１段階
実習終了後のアンケート結果を分析する事で、介護実習
が学生にどのような学びや変化を与えるのかを考察し、
今後の介護実習指導に活かすことを目的とした。
II. 研究方法
１． 対象：2013 年度第 1 段階施設介護実習（以下第 1
段階実習と略す）を行った 1学年学生 47 名。
２． 第 1 段階実習期間（各クール 6日間）：
　　第 1クール：2013 年 11 月 13 日～ 11 月 20 日
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　　第 2クール：2013 年 11 月 22 日～ 11 月 29 日
　　 実習時間は、午前 8時 30 分前後～午後 5時 30 分前
後（各実習施設により前後あり）
３． アンケート実施時期：第 1段階実習終了後の授業内
において実施。
４．方法：質問紙法を用い、授業時間内に回収。
５． 倫理的配慮：アンケートは実習終了後の個別指導も
兼ねていたため、記名式としたが、今回の研究に当
たっては、記名は関係なく、個人が特定されないよ
う一括して集計を行った。
６． 調査内容：質問事項「実習の印象について、実習開
始前と終了後とで大きく異なった点はどのような点
でしたか」。回答は自由記述（複数回答可）とした。
７． 分析方法：アンケート記載内容を、KJ 法を参考に
分類し、分析検討を行った。
III. 結果
　アンケートに記述された回答を、ＫＪ法を参考に分類
をした。その結果「利用者（認知症高齢者・障害者）に
対するイメージ」「施設に対するイメージ」「職員に対す
るイメージ」「学生自身の考え」の４項目に分類するこ
とが出来た。具体的な記述は表 1．2 に示す。いずれの
項目においても、実習前はマイナスのイメージを持って
いたが、実習を通してプラスのイメージに変わっていた。
　具体的には、認知症グループホームでの実習前は、認
知症高齢者の方に対し「対応が大変」「物忘れが多い」
「感情のコントロールが難しい」「自立度が低い」といっ
たマイナスのイメージを持っていたという回答が出され
た。しかし、実習を通して「コミュニケーションがとれ
る」「感情がある」「記憶ができる」「知識がある」「自分
で出来る」など、マイナスのイメージを持っていた全て
の学生が、プラスの回答に変わっていた。障害者支援施
設での実習前後においても、障害者に対し「怖い」「大
変」「何も出来ない」「コミュニケーションが取れない」
というイメージを持っていた学生が、「そのイメージが
なくなった」「コミュニケーションがとれる」「出来る事
がある」と回答している。
　認知症グループホームのイメージについて実習前は、
「忙しそう」「みんなで同じ事をする」「１日ボーっとし
ている」等の回答が得られたが、実習後は「楽しそうに
生活している」「のびのびと過ごしていた」「家庭的な雰
囲気」だったとの回答が得られた。障害者施設に対する
実習前のイメージについても「冷たい感じ」「怖いイメ
ージ」を持っていたとの回答が得られたが、実習終了後
には「時間がゆったりしていた」「活気があった」「温か
い印象」「レクリエーションや行事が沢山ある」等のイ
メージに変わっていた。
　一番回答の多かった内容は、学生自身の考えについて
であった。認知症グループホームでの実習前は「緊張し
ていた」「何を話したら良いかなど不安」「何もできな
い」と感じていた学生が、実習終了後は「コミュニケー
ションがとれるようになった」「積極的に行動できた」
「介護に対するやる気が出た」「視野が広がった」「学校
での基礎の勉強の大切さがわかった」等の回答をしてい
る。障害者支援施設での実習前後においても、実習前は
「どのように接したら良いかわからない」「不安」「失敗
が無いように緊張していた」「コミュニケーションはと
れるか」等の回答が得られていたが、実習後は「楽しか
った」「自分から積極的にコミュニケーションがとれた」
「障害者との接し方を知ることが出来た」「とても充実し
ていた」「技術に自信が持てた」「授業の大切さを知っ
た」「意識が変わった」等の回答が得られた。
　また、認知症高齢者の方との関わり方について「利用
者さんのことを思って接することが大切」「どのような
ニーズを持っているか考えるようになった」「利用者さ
んの心に寄り添うにはどうしたらよいか考えるようにな
った」「安全に気を遣うようになった」等の回答が得ら
れた。同じように障害者に対しても「利用者の気持ちを
考えることが大事」「人間関係をより良くするコミュニ
ケーション技術が思っていた以上に重要」等の回答が得
られた。
IV. 考察
　上記の結果を受け、実習を通して介護に対する学び
（認識）がどう変わったか、実習担当教員としてどのよ
うな関わりが必要であるか、2つの視点から考察をして
いく。
１．利用者や施設に対するイメージについて
　実習前の学生の状況としては、実習にかかわる科目担
当教員は、それぞれの教授範囲内において、認知症高齢
者もしくは障害者の特徴や症状、コミュニケーションの
取り方など、一般的な状況について授業を行うが、そこ
で取り上げる内容や事例は、症状の落ち着いた状態より
も、症状がある状態を取り上げることが多く、授業を通
して認知症高齢者や障害者を初めて知る学生にとっては
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その時の印象が強いことが考えられる。もちろん、取り
上げる事例については一例に過ぎず、概要も含め対応の
方法なども一緒に教授している。実際の現場を知ってい
る者からすれば、一例に過ぎないことは容易に理解が出
来る。しかし、「学生の多くは核家族の中で育ち、高齢
者とのふれあいはおろか、高齢者像をイメージする適切
な情報を持っていないというのが最近の実情です。障害
者についても同じく、ほとんどの学生が出会いを経験し
ておらず、ボランティア経験者もまれです」２）と述べ
ているよう、Ａ校においても同様の状況にある。実際を
知らない学生にとっては、授業で学ぶ一つ一つが、認知
症高齢者や障害を理解する材料の全てであり、それをも
とに、自分なりのイメージを作りあげている。この結果、
実習前に学生が感じていたような、認知症高齢者の方は
「対応が大変」「物忘れが多い」、特に知的障害者に対し
ては「怖い」といったイメージが強く印象付けられ、実
習に対する不安や緊張につながっていることが考えられ
る。
　しかし実習を通して、実際の利用者の様子や施設の雰
囲気を見て感じることで、認知症高齢者や障害者に対す
る判断材料が増え、同時に、授業で学んだ状況を実際に
経験したり、他にも様々な事例や対応方法があること、
介護福祉士がどの様に関わっているのかや、その仕事も
知る。その結果、「大変」「怖い」だけではない状況であ
ることを理解することができる。澤田らが介護実習の意
義として挙げている１つに「校内で学ぶ科目や演習の理
論の具現化と介護福祉全般の統合化（まとめ）が図れ
る」３）という項目がある。まさにこのことであると考
える。学内での学びを、実体験を通して理解を深め、こ
れからの学びや介護の仕事に対するやりがいへとつなが
っていくこと。これが、今回のアンケートで明らかとな
った、プラスのイメージへの変化につながった要因であ
ると考える。
　これらのことより、実習担当教員の実習前の関わりと
して、過度の「緊張」や「不安」を抱かないよう、その
「緊張」や「不安」の要因はどこにあるのかを見極め、
解消につながるよう支援をしていくことが必要であると
考える。また、実習を通して感じたり発見した学生の視
点を、しっかりと受け止め、次につながるような支援が
必要であると考える。
　また、認知症グループホームにしても、障害者支援施
設にしても、授業で学んだ症状がある方であっても、対
応の方法やかかわる時間帯、その時の身体的・精神的状
況など様々の要因によってその症状のあらわれ方は異な
る。実際、学生が関わる時間帯は昼間であり、認知症特
有の症状である帰宅願望や夜間の徘徊といった症状を経
験する機会は少ないことが考えられる。合わせて、症状
があらわれている状況は利用者にとっては苦痛が強い状
況であるため、そうならないよう、一人一人の状況に合
わせ職員は専門的な知識、技術をもって介護を行ってい
るわけである。ただ「楽しそう」「温かい印象」と、利
用者の様子だけをとらえるだけではなく、「楽しんでい
ただく」「穏やかに過ごしていただく」ために、職員が
どのように関わっているのかまで、併せて理解ができる
よう関わる必要があると考える。
２．学生自身の変化について
　最も多くの回答が得られた、学生自身の変化について
は、「コミュニケーションはとれるか」、「緊張」や「不
安」など、実習前は自分のことを中心に考えていた印象
があるが、実習を通して利用者中心で物事を考えること
が出来るようになっていた。
　また、実習を通して自信を獲得したり、今後の課題を
明確にしている学生も多い。同時に、実習を通して学内
での授業の必要性を再認識するとともに、介護福祉士と
しての専門性や役割を理解し、自分の目指すべき「介護
福祉士像」を描いていることが考えられる。
　川廷が「社会福祉専門科目の授業を理解するには、社
会福祉の様々な領域の現実を多少でも知っている必要が
あり、その意味でまず現場を見聞きし体験を通して知る
ことが課題となる。しかも、その課題はたんに知ること
だけではなく、社会福祉学習への動機を補強し、さまざ
まな社会福祉実践への興味関心へと展開していくもので
なければならない。（中略）基礎的な実習では、その実
習にいく学生たちに（中略）学習動機を深めさせ、興味
関心の定着を図り、学内の授業科目への展望を持ちうる
ような援助が行われることが必要である」４）と述べて
いるように、実習を通して今まで得ることのなかった多
くの経験や、利用者や施設、介護の仕事に対する「興味
関心」が、単なる「興味関心」で終わらないよう、学内
授業の動機付けや次の課題に向けたモチベーション、学
生個々の「介護福祉士像」の構築に向けた足がかりとな
るよう支援していく必要があると考える。単に「答えだ
けを伝える」のではなく、「なぜそうなのか」「なぜそう
思うのか」「どのような支援が必要なのか」を一緒に考
え、答えを見つけていくことが必要であり、この部分に
対する、実習担当教員の果たす役割は重要であるといえ
る。
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　筑紫らは「介護は実践の科学であり、実践を通して学
ぶことの意義は大きい。また、実習を通して介護福祉士
として大きく成長するのであり、専門職業人として育つ
のである。」５）と述べている。今回のアンケート結果か
らも示唆されるよう、実習での学びが学生に与える影響
は大きい。実習が、学内での学びを基礎として、介護の
実際を知り、「介護」についてさらに理解を深めていく
場であることからも、学生の学びがより充実したものに
なるよう、実習担当教員としての役割をしっかりと認識
し責任を持って学生を育てていくことが必要であると考
える。
V. まとめ
１． 介護実習を通して認知症高齢者や障害者と初めて接
する学生が多く、学内での授業が学生に与える影響
は大きい。
２． 実習に対し「不安」や「緊張」を抱えながら、実習
初日を迎えている現状がある。実習に対し過度な緊
張や不安を抱かないような関わりが必要である。い
かに教授していくかは、実習担当教員に課せられた
課題である。
３． 実習を通して学生は大きく成長し、専門職種者とし
ての認識を高める。その結果、学内での授業の必要
性や、基本的な知識・技術の必要性を再認識する機
会となる。この機会を、学習の動機付けやモチベー
ションにつながるような教授が必要である。
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